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消

防

出

初

式

i 威風堂堂の観閲式 三城町通りにて l 

糸

乱

れ

ぬ

団

結

頭に堂々の市中パレード分列行

進が行なわれ、消防署前大上戸

川畔では放水訓練により水柱の

列が空高く水しぶきを上げ、郷

新春を飾る恒例の大村市消防出

初式は、一月八日午前十時より

県知事はじめ来賓多数のこ臨席

土防災の防人にふさわしく意気をいただき市民会舘において市

盛んに勇壮な消防出初式が盛会長式辞、来賓祝辞、永年勤続消

裡に終了した。防団員の表彰などの式典、市民

会舘前で観関、消防自動車機械

器具点検、大村部隊音楽隊を先
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改
良
は

前
年
度
の
約
一

(2) 

舗
装
、

倍

予
算
か
ら
み
た
土
木
行
政

市政だより

道
路
の
改
良
並
び
に
舗
装
を
行

う
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
に

よ
っ
て
行
う
補
助
事
業
と
、
市
独

自
の
予
算
で
行
う
単
独
事
業
と
に

区
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
補

助
事
業
を
も
っ
て
行
う
場
合
は
、

そ
の
道
路
沿
線
の
地
域
の
発
展
状

況
や
、
交
通
量
、
そ
の
道
路
の
役

割
と
か
重
要
性
等
が
条
件
と
な

り
、
国
と
し
て
も
な
か
な
か
補
助

事
業
と
し
て
認
定
さ
れ
な
い
の
が

実
情
で
す
。

そ
乙
で
、
補
助
事
業
と
し
て
認

定
さ
れ
な
い
場
合
は
多
額
の
市
費

を
も
っ
て
市
単
独
事
業
と
し
て
実

施
す
る
ほ
か
は
な
い
わ
け
で
す
。

で
は
国
庫
補
助
事
業
は
ど
う
な
っ

て
い
石
で
し
ょ
う
か
。
四
三
年
度

に
、
交
通
安
全
の
歩
道
整
備
と
し

て
八
拾
四
万
円
、
単
独
と
し
て
百

七
拾
万
七
千
円
を
加
え
て
合
計
二

百
五
拾
四
万
七
千
円
で
実
施
し、

四
四
年
度
は
国
の
補
助
は
な
く
市

単
独
と
し
て
、
二
百
二
拾
八
万
円

の
予
算
を
も
っ
て
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
舗
装
に
つ
い
て
は
四
三
年

〆'

同

度
に
防
衛
庁
の
補
助
事
業
と
し
て

一
干
百
万
円
を
実
施
し
、
四
四
年

度
は
同
じ
く
防
衛
庁
の
補
助
事
業

と
し
て
五
千
五
百
万
円
の
舗
装
整

備
事
業
が
あ
り
ま
す
。
排
水
路
の

整
備
に

つ
い
て
は
建
設
省
の
捕
助

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
防
衛
庁
は
補

助
事
業
と
し
て
四
三
年
度
に
九
千

四
万
四
千
円
、
四
四
年
度
に
一
平

四
百
四
拾
五
万
円
の
排
水
路
整
備

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
乙
れ

ら
防
衛
庁
の
補
助
事
業
は
防
衛
庁

の
施
設
等
に
よ
り
障
害
を
生
じ
て

い
る
も
の
に
対
し
、
そ
の
障
害
を

防
止
除
去
す
る
た
め
に
防
衛
施
設

庁
よ
り
補
助
さ
れ
る
も
の
す
。

次
に
橋
の
改
良
に
は
国
の
補
助

が
な
く
す
べ
て
市
独
自
の
予
算
で

か
け
か
え

架
替
、
改
良
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
四
三
年
度
は
一
千
拾
六
万

円
、
四
四
年
度
は
九
百
拾
八
万
円

と
前
年
度
と
殆
ん
ど
変
ら
な
い
予

算
を
も
っ
て
、
木
橋
等
を
永
久
的

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
架
替
工
事

を
年
々
行
っ
て
お
り
ま
す
。

都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
予
算
を
必
要
と
し
ま
す
の

で
年
次
計
画
を
ーも
っ
て
"国
の
補
助

。
金
が
交
付
さ
.れ
ま
す
が
、
一
つ
の

事
業
が
大
体
五
ヶ
年
で
完
了
す
る

よ
う
に
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

都
市
計
画
で
は
道
路
の
改
良
と
し
a

て
四
三
年
度
に
一
千
三
百
万
円
、

四
四
年
度
で
同
じ
く
一
千
二
百
万

円
、
都
市
下
水
路
の
改
良
，と
し
て

四
三
年
度
に
六
百
万
円
四
四
年
度

に
四
百
五
拾
万
円
で
で
き
る
限
り

国
の
補
助
金
を
も
っ
て
実
施
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
乙
の
都

市
計
画
の
国
の
補
助
事
業
を
行
う

た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
国

の
事
業
と
し
て
の
指
定
を
受
け
る

乙
と
が
先
決
で
あ
り
ま
す
。
乙
の

よ
う
に

国
の
補
助
を
最
大

活
用

し、

整
備
、
改
良
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
前
に
も
述
べ
た

よ
う
に
国
の
指
定
が
必
要
条
件
で

あ
り
、
乙
の
指
定
が
な
さ
れ
な
い

も
の
が
多
く
、
そ
れ
を
補
う
た
め

に
市
の
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す

る
の
に
多
く
の
予
算
を
必
要
と
す

る
の
が
道
路
の
補
修
並
び
に
舗
装

の
実
状
で
あ
り
ま
す
。
乙
の
舗
装

も
四
'一
年
度
か
ら
簡
易
舗
装
を
実

施
し
て
お
り
年
々
予
算
も
増
え
四

一
年
度
は
一
千
五
百
八
拾
七
万

円
、
四
二
年
度
は
一
千
八
百
二
拾

万
円
、
四
三
年
度
は
三
千
二
拾
八

万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
特
に

四
四
年
度
は
四
四
年
九
月
ま
で
の

補
正
を
含
め
る
と
実
に
六
千
三
百

七
拾
六
万
円
と
な
り
、

四
三
年
度

の
二
倍
以
上
の
三
千
三
百
四
拾
八

万
円
の
増
額
を
し
て
、
道
路
の
舗

装
、
改
良
を
実
施
す
る
こ
と
に
決

定
し
て
お
り
大
村
市
の
舗
装
率
も

全
国
平
均
を
大
巾
に
上
回
っ
て
お

り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
土
木
行
政
に
つ

い
て
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望

を
最
大
限
に
実
現
す
べ
く
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

ビ

一
!
ル
製
品
の
処
理
に
ご
留
意
を

長
崎
国
体
を
契
機
に
、
ま
ち
を

き
れ
い
に
す
る
運
動
は
市
内
全
域

に
広
ま
り
、
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

「ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
運
動
」
が
市

民
生
活
に
根
を
お
ろ
し
つ
つ
あ
る

こ
と
は
大
へ
ん
喜
乙
ば
し
い
こ
と

で
す
。

勿
論
、
こ
れ
ら
の
活
動
は

生
活
の
基
本
で
あ
り
、
一
時
期
的

に
終
ら
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
空
地
や
川
な
ど
に
ゴ
ミ

を
捨
て
る
人
は
ご
く
少
な
く
な

ムパ
A
P
-
-

と

九

り
、
こ
れ
ら
の
苦
情
も
以
前
よ
り

は
大
分
減
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
4

が
、
地
域
に
よ
っ

τは
ま
だ
ま
だ

充
分
と
は
思
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
J

と
く
に
最
近
は
ビ
ニ
ー
ル
製
品

が
多
く
、
日
常
生
活
や
農
椋
業
の

普
及
改
善
に
大
き
な
役
割
り
を
果

た
し
て
い
ま
す
が
、
反
面
、
こ
れ

ら
の
廃
品
が
と
乙
ろ
か
ま
わ
ず
捨

て
ら
れ
て
い
る
の
が
見
か
け
ら
れ

ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
類
は
腐
触
し
な

い
の
で
、
川
や
海
岸
に
流
れ
っ

き吊

魚
船
な
ど
の
ス

ク
リ
ュ
ー
に

巻
き
つ
い
た
り
、
機
関
冷
却
水
の

取
入
口
を
塞
い
だ
り
し
て
大
き
な

事
故
の
原
因
に
な
る
乙
と
も
あ
り

ま
す
。いま
一

度
お
互
い
の
周
囲
を

廻
し
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
な
い

か、

又
、
不
法
投
棄
を
す
る
人
が

い
な
い
か
な
ど
に
留
意
し
、
美
し

く
住
み
よ
い
ま
ち
a

つ
く
り
運
動
を

よ
り
強
く
お
し
進
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
廃
品
類
の
捨
て
場
は
、

陰
平
郷
釜
川
内
に
あ
り
ま
す
の

で、

処
理
に
困
る
人
は
市
衛
生
課

ま
で
連
絡
の
う
え
指
示
を
受
け
て

干
さ
い
。
で
き
れ
ば
、
町
内
な
ど

で
一
括
処
理
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

も
っ
と
も
望
ま
れ
ま
す
。
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j背

防

出
感表

知
事
表
彰
(
行
名
)

平
田
末
松
、
喜
々
津
弘
、
坂
口
併

大
祥
又
次
郎
、
和
田
清
美
、
井
手

伸
夫
、
田
川
定
美
、
宮
本
巌
、
下

井
勲
、
井
上
善
次
、
渡
辺
寅
雄
、

田
川
良
美
、
今
山
村
雄
、
白
元
秋

良
、
山
道
茂
雄
、
小
野
重
美
、
中

尾
一
知
、

県
消
防
協
会
長
表
彰

門
特
別
有
功
章

(
4
名
)
凶

下
田
和
男
、
浦
田
真
人
、
杉
本
敏

夫
、
大
祥
又
次
郎

【
有
功
章

(
9
名
)
】

開
常
義
、
久
保
秀
幸
、
下
井
勲
、

吉
村
真
人
、
渡
辺
畳
、

森
琢
磨
、

井
手
伸
夫
、
渡
辺
寅
雄
、
岳
田
達

雄門
精
続
章
(
初
年

)(2名
)
凶

辻
本
治
男
、
塩
崎
虎
夫

市政だより

門
精
続
章
(
初
年
)(
時
名
)
】

山
口
秀
夫
、
渡
辺
義
明
、
村
田
信

義
、
福
田
隆
、
野
本
一
、
石
本
悟

久
保
正
良
、
長
津
秀
幸
、
尾
上
五

郎
、
福
島
房
利
、
森
寿
光
、
松
本

-
正
信
、
岩
永
利
雄
、
森
治
、
津
田

義
己
、
辻
岳
章

(3) 

初

謝彰

状者市
長
表
彰
式
九
十
六
名

三
十
三
名

"¥ 弥
、
杉
本
福
守
、
河
野
浩
、
藤
田

公

て

坂
口一

善
、
鬼
石
武
、
松

添
龍
昭
、
今
崎
末
雄
、
蔭
平
勝
治

一
瀬
秋
夫
、
浜
野
国
弘
、
田
代
光

雄
、
吉
田
照
男
、
宮
崎
馨
、
岳
田

満
雄
、
田
川
覚
、
朝
長
隆
、
吉
松

久
人
、
松
尾
則
義
、
宮
代
一
夫
、

前
川
邦

一
郎
、
坂
田
保
、
渡
辺
勝

緒
方
和
夫
、
沖
田
三
次
、
一

瀬
隆

出
口
勲
嗣
、

山
口
良
三

門
永
年
勤
続
初
年

(2
名
)】

辻
本
治
男
、
塩
崎
虎
夫

門
永
年
勤
続
お
年
(
行
名
)
凶

喜
々
津
弘
、
平
田
末
秘
、
坂
口
畔

大
祥
又
次
郎
、
和
田
清
美
、
井
手

伸
夫
、
田
川
定
美
、
宮
本
巌
、
下

井
勲
、
井
上
善
次
、
渡
辺
寅
雄
、

田
川
良
美
、
今
山
村
雄
、
白
元
秋

良
、
山
道
茂
雄
、
小
野
重
美
、
中

尾
一
知

農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
を

昭
和
四
十
五
年
三
月
一
日
現
在

で
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
農
林

行
政
の
最
も
基
礎
的
な
資
料
と
し

て
わ
が
国
農
林
業
の
現
況
を
明
ら

か
に
す
る
統
計
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
特
に
今
回
の
調
査
資
料

は
、
現
在
転
換
期
に
き
て
い
る
と

い
わ
れ
る
農
林
業
の
諸
施
策
の
基

本
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
の
た
め
、
調
査
員
が

う
か
が
い
ま
す
の
で
、
ど
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

い

ま

捨

て

た

一

・

タ

バ

コ

の

↑

一

温

度

が

七

百

度

一

門
永
年
勤
続
何
年
(
m
m
名)】

江
副
茂
幸
、
田
中
実
、
竹
村
勇
、

井
上
修
一
郎
、
福
島
治
男
、
一
今
里

剛
、
田
中
英
信
、
中
島
辰
貫
、
長

井
清
、
溝
口
国
雄
、
塩
崎
栄
吉、

東
正
平
、
山
田
和
夫
、
高
木
幸
男

峰
通
定
、
今
富
栄
、
森
頼
、
本
山

勝
義
、
水
口
鶴
一

、
今
山
清
美
、

南
善
継
、
田
中
昇
、
井
上
市
郎
、

小
林
保
、
川
本
勝
海
、
福
田
勲
、

中
島
優
、
池
田
卯
一
、
福
田
昭
義

門
退
団
者
(
お
名
)
】

楠
本
好
郎
、
今
里
明
登
、
田
中
勉

田
中
惣
次
、
小
嶋
富
夫
、
森
川
一

主

4 

、
，
 

• 

大上戸川で行なった放水訓線

萱

瀬

青

年

団

ゆ

都
市
化
現
像
に
よ

っ
て
青
年
が

で
は
県
青
年
大
会
に
出
場
し
た
乙

少
く
な
り
、
現
在
三
十
六
名

(
女
と
が
あ
り
、
ま
た
、
人
形
劇
グ
ル

十
二
名
)
の
団
員
で
バ

農
業
自
営

l
プ
を

つ
く
り
、

と
き
に
は
子
ど

者
と
市
内
勤
労
者
に
よ
っ
て
構

成

も
た
ち
に
み
せ
た
り
し
て
い
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
団
活
動
は
、
新

す

。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
駅
伝
が
強
く

入
団
員
歓
迎
登
山
に
始
ま
り
、
料
市
青
年
団
の
大
会
で
は
五
年
連
続

理
講
習
、
キ
ャ
ッ
プ
、
相
撲
大
会
優
勝
の
記
録
を
も
っ
て
い
ま
す
。

な
ど
と
市
青
連
で
行
わ
れ
る
行
事
萱
瀬
地
区
青
年
の
入
団
を
歓
迎
し

を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
て
い
ま
す
。

特
に
文
化
活
動
が
盛
ん
で
、

演

劇

団

長

山
下
博
行
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交
通
事
故
の
巡
回
相
談

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
一

月
の
交
通
事
故
相
談
を
、
専
門
の

相
談
員
に
よ
り
お
こ
な
い
ま
す
の

で
交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
は
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
日
時
一
月
二
十
七
日
午
前
十

時
よ
り
午
后
三
時
ま
で

V
場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

V
関
係
書
類
が
あ
れ
ば
ど
持
参
く

だ
さ
い
。

。
老
令
年
金
の
受
給
要

件
に
保
険
料
を
満
し
て

い
な
い
方
に

国
民
年
金
の
老
令
年
金
は
昭
和

品
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
拠
出
制
に

よ
る
年
金
を
受
給
さ
れ
る
方
が
で

て
ま
い
り
ま
す
が
年
令
に
応
じ
日

年
か
ら
お
年
聞
の
保
険
料
の
納
付

要
件
を
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
納
付
要
件
を
満
し

て
い
な
い
方
に
対
し
昨
年
社
会
保

険
事
務
所
よ
り
通
知
が
あ
り
ま
だ

保
険
料
を
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方

は
早
自
に
旧
額
保
険
料
で
納
付
要

件
を
満
し
年
金
給
付
を
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

例
老
令
年
金
受
給
に
必
要
な
納

付
年
数

生人にれた昭和年月4 5 2 人生でれKたま年1月1日45大正か臼ら2大正1年月44人で生れたま1ζ1年月日410大正か臼ら2大正年月49人れた以前生K日2正大年月5 4 

生

年

月

日

以後日 人なえ才をこ3を才5!!1人なえ才を乙4才を0|ii人え乙4才を5 でものあるポあわしらヒ年令りでる月於H1同E和3年昭4 6 
い乙3え6 い乙4え1 る

以上年25I .2年0 || 年15 1| 1年0 年数納付

※
保
険
料
免
除
期
間
は
納
付
年
数

に
は
い
り
ま
す
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

V
市
内
草
場
郷
三
一
二
上
野
昇

さ
ん
は
亡
母
ツ
ル
さ
ん
の

V
市
内
皆
同
郷
五
二
二
吉
村
真

人
さ
ん
は
亡
父
豊
吉
さ
ん
の

V
市
内
富
の
原
一

O
七

二

小

森

フ
イ
さ
ん
は
亡
夫
光
次
さ
ん
の

V
市
内
杭
出
津
住
宅
四
区
四
四
七

号
田
中
キ
ヨ
さ
ん
は
亡
夫
国
彦

さ
ん
の

そ
れ
ぞ
れ
忌
明
に
生
前
の
報
思
の

意
味
で
社
会
福
祉
事
業
員
の
一
助

に
と
市
善
意
銀
行
に
寄
託
さ
れ
ま

し
た
。昭

和
何
年
度
県
立
諌

早
養
護
学
校
児
童
生
徒

募
集
V
入
学
の
条
件
・
資
格

手
・
足
・
体
の
不
自
由

(
病
状

固
定
)
な
学
令
の
乙
ど
も
で
集
団

生
活
に
堪
え
、
教
育
成
果
が
あ
が

る
見
込
み
の
あ
る
者
。

V
募
集
人
員

小
学
部

1
年

四

名

小
学
部

2
年
J
6年
戸
若
干

中

学

部

」

名

(
定
員
補
充
)

V
願
書
提
出
期
間

自
昭
和
叫
年
四
月
四
日
(
月
)

至
昭
和
必
年
2
月
沼
田
(
土
)

V
学
資
そ
の
他

O
受
検
料
、
授
業
料
、
入
学
金

は
一
切
い
り
ま
せ
ん
。

O
入
学
す
る
と
国
や
県
か
ら
就

学
奨
励
費
支
給
の
制
度
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
O
通
学
に
は
パ
ス
の
便
が
あ
り

ま
す
。O
寄
宿
舎
は
完
備
し
、
舎
監
や

寮
母
が
舎
生
の
教
育
に
当
た
り
ま

す
o

v学
校
の
所
在
地
及
び
願
書
提
出

先

長
崎
県
諌
早
市
真
崎
町
的
の

1

(
〒
制
)

(
諌
早
駅
前
か
ら
パ
ス
で
珂
分
)

電

話

諌

早

2
i
m

。白
1
1
円ロワi

V
願
書
用
紙
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
返
信
用
切
手
同
封
の
う
え
学

校
に
直
接
連
絡
く
だ

8
い。

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審

査
会

万
剣
類
所
持
者
で
未
登
録
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
審
査
を
受
け
登

録
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

未
登
録
の
ま
h

所
持
し
て
お
り

ま
す
と
法
律
に
ふ
れ
て
罰
せ
ら
れ

ま
す
。
又
売
買
譲
渡
等
に
よ
り
所

有
者
が
移
動
し
た
場
合
は
、
所
有

者
変
更
屈
を
二
十
日
以
内
に
届
出

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ロ】

V
と
き
一
月
二
十
七
日

午
前
十
時
よ
り
午
后
二
時
ま
で

V
と
乙
ろ
市
民
会
舘
会
議
室

V
手
数
料
一
件
に
つ
き
五
百
円

新
入
学
児
の
健
康
診
断

新
入
学
児
の
身
体
検
査
が
次
の

日
程
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

ま
づ
子
供
さ
ん
が
た
の
「
心
が
ま

え
」
と
「
習
慣
」
に
気
を
く

ば

り
、
衣
服
類
の
着
替
え
な
ど
は
ひ

と
り
で
で
き
る
よ
う
ま
た
、
早
起

き
の
習
慣
を
つ
け
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。
な
お
体
に
異
常
が
あ

る
場
合
は
四
月
ま
で
に
病
気
を

完
全
に
な
お
し
て
入
学
で
き
る
よ

う
、
治
療
を
う
け
て
お
き
ま
し
ょ

・っ。
戸宣蚕?瀬¥小 実施月日|実施時刻戸週1月28日 13時00I S9人

南川内分校 実施は萱瀬小学校

黒木小 27 10 
竹松小 20 13.00 150 

27 13.00 45 
松原小 20 58 
計 g92 

一
一
月
の
妊
婦
及
び
、
乳

幼
児
検
診

冬
に
多
い
赤
痢
発
生

一
月
に
は
い
っ
て
西
大
村
地
区

か
ら
1
名
の
亦
痢
患
者
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
乙
れ
は
、
昨
年
9
月

四
日
か
ら
一
一
六
日
ぶ
り
に
発
生

し
た
も
の
で
す
。

冬
は
一
般
に
衛
生
観
念
が
低
下

し
、
手
洗
い
な
ど
も
お
ろ
そ
か
に

な
り
が
ち
で
、
又
、
日
照
不
足
や

運
動
不
足
の
う
え
に
、
食
べ
す

ぎ
、
飲
み
す
ぎ
の
機
会
も
多
く
消

化
器
系
疾
患
を
起
し
や
す
い
も
の

で
す
。冬
に
赤
痢
が
多
い
の
は
乙
ん
な

と
こ
ろ
に
も
原
因
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

適
当
な
運
動
を
続
け
る
よ
う
心

が
け
、
冷
め
た
く
て
も
手
洗
い
は

必
ず
実
行
い
た
し
ま
し
ょ
う
。


